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本資料の取り扱いについて

◆本資料には、当社の将来の見通しや計画に関する記述が含まれていま

す。これらは、現時点で入手可能な情報や合理的と判断される仮定に基

づいておりますが、将来の事象や経済環境の変化により、実際の業績が

これらの記述と大きく異なる可能性があります。

◆特に記載がない限り、本資料に記載された財務データは、日本の一般

に認められた会計原則に基づいております。

◆当社は、今後の事業環境の変化等により将来の見通しを更新する必要

が生じた場合でも、法令や開示規則で求められる場合を除き、本資料の

内容を必ずしも修正・更新するものではありません。
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第一部：経営環境と当社の動き
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経営理念

ITを通じて、三方笑顔を創造し、

人類・社会の進歩発展に貢献します。

１．自己の良心をもって、信頼と安心を築き、三方笑顔を創造します。

２．早さを追求し、スピードあふれる行動をもって、三方笑顔を創造します。

３．新しいＩＴ技術、斬新なサービスをもって、三方笑顔を創造します。
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当社の取り組みの姿勢

人に変わる自動化に貢献して、

人類社会の進歩発展に貢献する

強みは「モノ認識」技術
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世の中の背景（日本）

出典：「国土の長期展望」中間とりまとめ 概要（平成23年２月21日）国土審議会政策部会長期展望委員会 7



当社の動き

１：バーコードやQRなどを読み取るハンディをモバイル化へ

２：RFIDなどの電波機器を用いた業務効率化

３：スマートフォンを用いた画像認識などの応用利用

４：これら技術を用いた業務用パッケージと、受託開発

５：新事業、顔認証技術を用いた端末

６：新事業、Androidでの大型立体デジタルショーケース

７：新事業、人追跡技術などに特化したAIカメラ

８：新事業、新しい二次元コード、AsCodeでの業務効率化

９：新事業、平面リニアモーターでの自動搬送の取り組み

これらの動きについて、当社製品とともにご説明します
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１：バーコードやQRなどを

読み取るハンディをモバイル化へ
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なぜスマートフォン（モバイル）なのか？

それは、スマートフォン端末のスペックが

業務端末などに比べて優秀だからです。
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これらの動きは、スマホ化された大手企業が立証
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バーコードやQRコードのリーダーは、スマホ化へシフト
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新商品も続々と

■新しいiPhoneや、グーグル、京セラなどの新しいAndroid端末にも対応
業務端末からスマホ化への動きを加速させます 14



２：RFIDなどの

電波機器を用いた業務効率化
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RFIDとは… 「Radio Frequency Identification」 の略

電波を用いてRFタグのデータを非接触で読み書きするシステム
電波が届く範囲であれば、タグが遠くにあっても読み取りが可能

あらゆるモノにRFタグがつけられることで、
モノまたは人の様々な状況変化を的確に捉えることが可能となります。

RFIDは、モノの位置・保管状態・移動の履歴など、
これまでは取得に手間がかかったり、見えなかったものを

可視化する役割を担っています。 16
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RFID Reading Tub

（注１）日本の特許は、一部、株式会社NIPへ譲渡したものがあります。
ただし業務提携を実施し当社が優先的に販売可能です。

（注２）譲渡したもの以外に、当社保有の特許は、日本だけでなくアメリカや中国で権利化されています18



株式会社RESTA（＃古着de行こか。）で採用
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同じ技術を用いた小型版も発売を開始
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RFID Reading Tubの特許に関して

■日本の特許

・NIPに譲渡した特許 → 独占的使用権として契約！

・アスタリスクで保有 → 取得済み＆申請中

■中国の特許

・アスタリスクで保有 → 実用新案として取得済

■アメリカの特許

・アスタリスクで保有 → 特許が認可！

■ヨーロッパの特許

・アスタリスクで保有 → 現在申請中
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RFID関連新商品：超小型据え置き型リーダー
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RFID関連新商品：パドル型
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第二部：第19期（2025年8月期）第３四半期業績報告
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（１）エグゼクティブサマリー
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（２）第３四半期の業績
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2.（２）第３四半期の業績
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地域別の業績推移 －売上高－

2.（２）第３四半期の業績

■2025年８月期第３四半期累計で1,304百万円（前年同期比17.8％増収）
日 本 1,177百万円（前年同期比 14.3％増収）
アメリカ 111百万円（前年同期比108.4％増収）
その他 6百万円（前年同期比 61.2％減収）

■当第3四半期累計期間においては、日本および米国の両

市場で前年同期比の増収増益を達成しました。特に日本
市場では黒字転換を果たし、着実な回復基調を示してい
ます。
また、米国子会社であるAsReader, Inc.においては、大

型案件の受注に向け商談を進めております。引き続き、
米国市場における売上・利益のさらなる拡大を目指し、
営業活動を推進してまいります。

2024年８月期 2025年８月期
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業績推移 －営業利益－

2.（２）第３四半期の業績

■2025年８月期第３四半期累計で▲46百万円（前年同期▲238百万円）
四半期累計期間では営業損失が続いおりますが、2024年８月期第４四半期会計
期間と2025年８月期第２四半期会計期間では営業利益を計上。

2024年８月期 2025年８月期

■売上総利益率
前年同期28.6％に対して39.0％と約

10％の改善。前年同期と比較して商品評
価損の計上が少なかったことが主な改善
要因となります。

■販管費
前年同期と比較して646千円の増加とな
りました。

■総括
2025年８月期第３四半期累計で営業損
失46百万円（前年同期は238百万円の営業
損失）と192百万円の改善となりました。 58



セグメント別の業績推移 －売上高・セグメント利益－

2.（２）第３四半期の業績

AsReader事業は、国内向けでは、自動販売機業界、製造業界、卸売・
小売業界、医療業界への販売が順調に進捗しました。一方で海外向けでは、
飲料メーカーへの追加納入がありましたが、販売が計画より遅延している
案件が発生しております。
また、顔認証技術をはじめとした新商品開発に関する費用、顔認証レジ
の実証店舗運営に関する費用は継続して発生しております。以上により、
前年同期に比べ売上高は増加、セグメント利益を確保する結果となりまし
た。

システムインテグレーション事業は、物流業界向け、小売業界向け、医
療業界向けなどのシステム開発の納入、製造業界、小売業界、食品業界、
IT・通信業界のシステム開発受注がありました。また、前連結会計年度に
リリースした期限管理アプリの販売が始まり、当中間期連結会計期間にお
いて受注がありました。一方で、一部案件において進捗の遅れの発生、不
採算案件に関して受注損失引当金を計上しておりますが、概ね堅調に推移
しました。以上により、前年同期に比べ売上高は微増、セグメント損失を
計上する結果となりました。

AsReader事業 システムインテグレーション事業

2024年８月期 2025年８月期 2024年８月期 2025年８月期
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（３）その他トピックス
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EVO FUND様の新株予約権権利行使による資金調達

2.（３）その他トピックス

EVO FUND様に対して2024年９月17日に発行した新株予約権の一部について、2025年５月14日に第
５回新株予約権200,000株の権利行使・払込が行われました。
この権利行使・払込により、資本金が55百万円、資本準備金が55百万円増加しております。
2025年５月31日時点における新株予約権の未行使残は以下のとおりです。
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第三部：その他企業情報
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（１）直近のリリース情報

2025年４月15日 ～ 2025年７月14日 発表分
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Retail Technology Show（RTS25）に出展

３.（１）直近のリリース情報

2025年4月2日（水）から4月3日（木）まで、イギリスのロンドン、ExCel Londonで開催された年次展
示会「Retail Technology Show（RTS25）」に、当社グループのアメリカ現地法人であるAsReader, Inc.が
出展しました。
この展示会には、EU・英国をはじめ、米国、中東、アジア各国からも多数の来場者が訪れ、小売業界の

CEOやマネージングディレクターをはじめ、オペレーション、マーケティング、EC、決済、IT、ロスプリ
ベンション、カスタマーエクスペリエンスなど、各分野の責任者が一堂に会しました。
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次世代型飲食店「勝伝」始動

― リニア搬送×AIで人手不足に挑む、革新の実験店舗―

３.（１）直近のリリース情報

滋賀県栗東市に次世代型飲食店「勝伝」を2025年5月に開業しました。AI認識技術やリニアモーター搬送
の実証を目的とした実験店舗で、昼はセルフうどん、夜は居酒屋として運営。人追跡AI・顔認証・セルフ
オーダーシステムなどを導入し、将来的には自動搬送との連携を見据えています。今後も飲食業界をはじ
めとする各業種に向け、認識技術を活用した省人化・自動化ソリューションの社会実装を推進してまいり
ます。
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顔認証端末「AsReader GoMA」が

クラウド勤怠システム「勤労の獅子」と連携開始！

３.（１）直近のリリース情報

顔認証端末「GoMA」とエス・エー・エス様のクラウド勤怠管理「勤労の獅子」との連携を開始しまし
た。ICカード不要で高速かつ高精度な顔認証により不正打刻を防止し、業務効率とセキュリティを両立。
エッジ処理によるプライバシー保護やリアルタイム性も確保し、多様な働き方に対応する勤怠管理のDXを
推進します。アスタリスクは今後も現場課題に応える技術開発を通じ、新たな価値創出に取り組んでまい
ります。

66



RFID Journal Live 2025にて世界初のソリューションを披露

３.（１）直近のリリース情報

アスタリスクの米国法人AsReader, Inc.は、世界最大級のRFID展示会「RFID Journal Live 2025」に出展
し、バッテリーレス・スリム型RFIDリーダーや視認可能な2次元コード「AsCode」など、革新的な製品群
を発信。自動車・物流・小売業界から高い関心を集めました。さらに「RecoHand」や「Reading TUB」
などの実用的な現場DX製品も注目を浴び、ブランド認知も大きく向上。今後も“スマホで現場を変える”と
いう思想のもと、世界に挑み続けます。
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業務用端末のレンタルサービスを開始

３.（１）直近のリリース情報

業務用バーコード・RFIDリーダー「AsReader」とスマートフォンのレンタルサービスを2025年6月より
開始しました。短期利用や導入前検証などのニーズに応え、1週間から3ヶ月まで柔軟に利用可能。セット

または端末単体での提供が選べ、物流・医療・小売など幅広い業種での活用を想定。今後は中長期利用向
けのサブスク型プランも展開予定です。
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（２）直近の展示会出展予定
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３.（２）直近の展示会出展予定

【国内】

■国際モダンホスピタルショウ2025

東京ビッグサイト西展示棟

2025年7月16日(水)～18日(金)

https://www.noma-hs.com/

■国際物流総合展2025

東京ビッグサイト東展示棟（野村不動産ブース内）

2025年9月10日(水)～12日(金)

https://ie.logis-tech-tokyo.gr.jp/

■第27回自動認識総合展

東京ビッグサイト西展示棟

2025年9月10日(水)～12日(金)

https://www.autoid-expo.com/tokyo/

■リテールテックJAPAN

東京ビッグサイト東展示棟

2026年3月3日(火)～6日(金)

https://messe.nikkei.co.jp/rt/

【海外】

■NRF 2026 Retail's Big Show（New York）

2026年1月11日(日)～13日(火)

https://nrfbigshow.nrf.com/
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お問い合わせ

【お問い合わせに当たってのお願いとご注意事項】

●お問い合わせ内容によってはお答えできない場合もございます。

●下記①～④に該当するご質問は、IRからの回答を差し控えておりますので、あらかじめご了承ください。
①金融商品取引法第166条「重要事実」に該当する可能性のあるご質問
（株価に関する対策、配当・株主還元に関する内容など）

②非公開情報に関するご質問（業績動向、将来予測・見通しなど）

③株式市場の値動きに関するご質問（株価動向、テクニカル分析、売買手口など）
※当社株価の上下変動や当社が非開示の将来的な株価対策などに関し、個別にお答えすることは
差し控えております。

④誹謗中傷に該当するメッセージ（いわれのない悪口、根拠のない名誉棄損など）

●当社からご回答としてお送りするメール（電話での回答含む）は、株主・投資家の皆様からお寄せいただいたお問
い合わせなどに回答する目的で、個人宛てにお答えするものです。
その内容の一部または全部を転載、二次利用することはご遠慮ください（SNSや、株式関連サイトの掲示板への
書き込みなどもご遠慮ください）。

●各種アンケート、営業目的（売り込み目的）のお問い合わせなどにつきましては、お受けできませんのであらかじ
めご了承ください。 71



お問い合わせ

【本資料へのご意見・ご質問】

本説明会資料に関するご意見・ご質問、及び、その他ＩＲに関するご意見・ご質問は、
「ＩＲお問い合わせ」よりお問い合わせください。

【ＩＲお問い合わせ】
(URL) https://www.asx.co.jp/ir/other_info/inquiry/

当資料は、株式会社アスタリスクのコーポレートサイトに掲載いたします。
(URL) https://www.asx.co.jp/ir/library/presentations/

72

https://www.asx.co.jp/ir/other_info/inquiry/
https://www.asx.co.jp/ir/library/presentations/

	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63
	スライド 64
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67
	スライド 68
	スライド 69
	スライド 70
	スライド 71
	スライド 72

